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静開地学第 55号 (1987)

紹介

コンピュータグラフィックスによる立体地図昏地質図
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コンビュータグラフィックス(以下 CGと略す)は最近各種の分野で活用されるようになってきた。

地学関係での CGで最も代表的なものは、いわゆる鳥撤図的な立体地図の作成であろう O ここに CGに

よる立体地図集 2例(①、②)と、パーソナルコンピュータ(以下パソコンと略す)による立体地図

作製法を扱ったもの 1例(③)を紹介する O
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いであろう O 後半に NECのパソコン PC9801および PC8801シリーズ用のプログラムと、それを

すためのマニュアルが掲載されている O このプログラムではパソコンの記憶容量の制限から

51X51に標準設定しであるが、機種によっては格子点数をさらに少なくする必要がある O

の読み取り作業の手間とディスプレイやプリンタの能力を考えると、この程度の格子点数でも

あろう O もし大きな立体地図を作ろうとするならば、いくつかに分割した図を作り、それらをはりあ

わせればよいのである O 記矯容量と処理スピードというパソコンの限界は感じられるが、

の作成も可能にしてくれるかなり強力なソフトといえよう O ちなみに最大格子点数で PC9801Fを

した場合の作図スピードは、ワイヤープレーム法で 2分、タイル法で 9分前後であった。

なお、③に掲載されているプ口グラムリストそのままを打ち込んだディスクが別売りされているは

インチ各種および 8インチとも￥7，000)0プログラムを打ち込む手間を考えれば、安価なディスクと

いえる O ただし原著のプログラムが必要最小限のことしか書かれていないために、市販ソフトとして

はお世辞にも洗練されているとはいいがたい。たとえばディスプレイの表示が白黒で半角の英語、カ

タカナまじりでわかりにくい。カラーで全角のかな漢字表示にすべきである O 繰り返し作業をする

にやや煩雑である O データ入力@追加@修正のためのサブルーチンがほしい、などである O これらは

いずれも本質的な問題点ではなく、多少プログラミングの知識があれば改造が可能であるが、少なく

とも市販ディスクに限っては、これらの点を改良して、誰にでも容易に使用できるものにしてほしい。

CG、特にパソコンによる CGは、視覚的要素の強い地学分野においては、今後ますます利用する

えて行くであろう O特に教材としての利用価値はきわめて高い口我々は CGを積極的に活用する

努力をすべきであろう O 最後に③のプログラムによる作図例として、本誌 53号「地学教材としてみた
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